
想い出の座間

軍事施設編

座間で写真が一般的になったのは戦後に入ってから
です。それ以前は写真に接する機会はごく一部の人に
限られており、何かの記念に厚木や横浜などの写真屋
へ出かけたり、出張して来てもらって撮影するのが一
般的でした。従って人物写真が多く、風景や出来事を
撮ったものはごく少ないのですが、可能な限りアルバ
ムの中からひろい出して編集したのが昭和61年(1986）
3月に発行された「目で見る座間」です。

この「想い出の座間」は、書籍の「目で見る座間」
をホームページに忠実に反映することを基本にしてお
ります。
今回は、前回の「学び舎」に続き、「軍事施設」に

まつわるコンテンツを紹介させていただきます。
内容は、陸軍士官学校移転前の風景、学校施設、高

座海軍工廠に関する写真とコメントになります。



軍事施設

昭和12年9月、陸軍士官学校が東京市ヶ谷から座
間へ移転してきた。その後、座間は隣村の新磯村、
麻溝村など8町村と合併して相模原町を形成、軍都
相模原として軍事施設が次々と建設された。
ここでは陸軍士官学校を中心に、当時の関係者

のアルバムの中から想い出を拾い出してみた。
写真は陸軍士官学校正門正門から学校本部を望

む。昭和15年ごろ。



移転前の天神原の全景
現在の北キャンプ一帯を通称テンジッパラ

「天神原」と地元の人々は呼んでいた。
これは明治の末まで原の中ほどに天満宮が祀

られていたからであり、ここを所有していた座
間や入谷地区の人々にとって最高の畑だった。

陸軍士官学校移転前の風景



移転前の天神原南部
この写真は現在の南キャンプ一帯を富士山下

から撮ったもの。



建設工事の始まった天神原



地鎮祭 昭和11年10月26日



地鎮祭

軍関係者30名、県及び地元関係者100余名が

出席して行われた。



学校施設

本部建物



生徒集会所



大講堂



満州国学生舎



将校集会所



生徒舎



自習室全景



生徒舎寝室



講堂(教室)内部



体操器械



剣術場内部



将校集会所より大山を望む
写真中央より右へ、本部・教授部教官室・記念館
及び文庫の建物



馬場



御野立所より見た練兵場
天皇が練兵場における生徒の演習を親閲される

所で、敷地北端の高台にあった。遠方右の森が中
和田新開(小田急相模原駅東側)か。



周辺道路の整備

士官学校の建設にともない、学校に通ずる道路の整
備、建設が突貫工事で行われた。
工事には人手不足から写真のように厚木中学(現厚木

高校)の生徒たちも勤労奉仕にかり出されている。



トンネル工事

座間公園敷地内のあるトンネルの工事で前方

に座間の宿の町並が見える。



拡幅工事

現在の小田急相模原駅の北方あたりであろうか。
それまで狭く、くねっていた町田街道を拡幅し、
まっすぐに直す工事が行われた。
また、卒業式などに臨席されるため天皇が町田

の駅からこの道を通って学校へ行幸されたので、
行幸道路と地元では呼んでいる。



入校式

座間駅に到着した生徒
昭和12年9月30日、生徒隊の主力1300名が

座間駅(後に士官学校前、現在の相武台前)に
到着した。



歓迎·万歳
雨中、未舗装の大坂(旧福祉会館と相武台

前の間にある坂)を下る生徒たち。
"歩武堂々の行進”と当時の人々を熱狂さ

せた。



地元民の歓迎の中を行く生徒隊
現在の富士山公園の下あたり、中央白馬の

人は校長。迎える側は手前消防団、向こう側
は婦人会。
次に来る運命に気付かず"日本男子の花が咲

く"と皆感激した。



学生の一日
（秋元書房刊 「陸軍士官学校」より）

服装検査



早朝の剣道訓練

早朝の剣道訓練



自習室にて



東京へ外出
士官学校の移転により、小田急線座間駅（現在の
の相武台前駅）は士官学校前に名称が変更された。
写真は東京へ外出する駅ホーム上の生徒で、外出
時には白手袋を着用した。



士官学校前駅



昭和12年12月20日、座間における最初の卒業式
が天皇を迎えて行われた。これは日中戦争の激化
により修学期間が短縮されたためで、第50期生地
上兵科426名が卒業していった。
なお、この日、天皇から学校所在地に「相武

台」の命名を賜った。

卒業式



御野立所を出られ、演習部隊を閲兵する天皇。
座間における第一回の卒業式(50期生)のもの。
(秋元書房刊「陸軍士官学校」より)



演習終了後の観兵式
場所は現在の野球場付近。



卒業式典



整列する生徒
戦争の激化により生徒数は急激に増やされた。

しかし、逆に教育期間は短縮されていった。



卒業記念
昭和17年、第56期卒業生の区隊の卒業記念。

場所は大講堂の前。



高座海軍工廠

昭和16年、旧日本海軍は京浜地区の防衛のため綾
瀬に厚木航空隊を、さらに隣接する栗原の東原一帯
に高座海軍工廠を建設した。工廠建設用地は座間地
区だけでも90町歩、海老名地区を併せると100町歩
(89.3万㎡)を越えていたと思われる。
写真は昭和24年1月に撮影されたもので、まだ工

場建物が残っており、その後、鉄骨で造られていた
第1工場は蔵前国技館の建設用材として払い下げら
れた。



高座海軍工廠見取図



開廠記念
高座海軍工廠は敗戦の前年、昭和19年5月15日

に完成。開廠式が行われた。写真は工廠関係者の
面々で開廠の記念に撮影されたもの。中央が工廠
長の田中実海軍少将か。



地下工場跡
工場は空襲による被害を避けるため、地下

工場が作られていた。写真の地下工場跡は、
昭和49〜50年にかけて埋め戻した時に調査の
ために撮影されたもので、人影は撮影者。
内部は素掘りで、どの壕にも息抜き孔が付

いていた。場所は栗原下谷地区。



雷電
この工場では、B29爆撃機の迎撃用として活躍した

戦闘機「雷電」の組立、生産を行っていた。
写真は工廠内でテスト中の雷電。

(文林堂刊「航空ファン・世界の傑作機7集・雷電」より)



軍事施設編

完


